
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

農山村漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

タイトル 米価下落対策緊急支援資金の創設  

  ＪＡ名 ＪＡバンク岩手（岩手県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

平成２６年度産米の米価下落に伴う営農運転資金不足に対応するため、稲作農業

者に対して必要な資金を融通し、農業経営の安定化を図ることを目的に平成２６

年１０月に創設しました。 

 

 

２ 概要 貸付対象者：経営所得安定対策におけるコメの直接支払交付金に加入し、ＪＡ等

に米を出荷している個人、法人および集落営農組織。 

資金使途：米価下落に伴う営農運転資金。 

貸付限度：１経営体あたり平成 26年産米のＪＡ出荷量または出荷契約数量 60kg

あたりの減収額を乗じた額を上限とし、返済財源（経営所得安定対

策交付金、返済確実な農業所得・農外所得）の範囲内。 

貸付期間：米の収入減少影響緩和対策(ナラシ)交付金が交付されるまでの期間。 

 貸付利率：①基準金利は１．５％の固定金利 

      ②貸付利率は「基準金利－（県連の利子補給＋ＪＡ自助努力）」 

      ③県連利子補給(1.0%)とＪＡ自助努力(0.5%)で実質貸付利率は０％ 

 償還方法：原則として期日一括償還。 

３ 成果 

（効果） 

貸出実績（平成２６年１０月～平成２７年３月末） 

 件数 ５５件   金額 ９，４６４万円 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 今後も米価の下落が懸念されることから、稲作農業者の農業経営の安定化のた

めにも随時対応してまいります。 

 

 

 


